第４０回市民自治推進委員会　都市調和部会会議録
（敬称略）
	開催日時
	令和５年　９月２２日（金）　１８：００～１９：３０

	開催場所
	登別市役所　２階　第一委員会室

	出席者
	(部会長)山下　克彦　（副部会長）荒川　昌伸
(部会員)工藤　保秋、千葉　茂
(庁内委員)田上　和彦、畠山　享利
(事務局)大越　智輝、鳥海　秀充、松下　英冬
(欠席委員) 冨永　史人、西尾　拓也

	議題
	・全体会議における検討事項について
・市民に親しみのある新庁舎について



（部会員）
　本日は、前回会議の終わりに説明があったように、まずは全体会議での検討事項について協議し、時間があれば前回の続きの議論に移りたい。

～全体会議における検討事項について～
（事務局）
　部会長から説明があったとおり、まずは全体会議について協議させていただきたい。１点目は、これまでの全体会議では市からの一方的な情報提供が多かったが、逆に部会の側から必要な情報があれば提案してほしいということ、２点目は、全体会議で取り組む共通テーマについて、の計２点。コロナ禍も明けたので、全体会議の開催も増やして市民自治推進委員会を活発化させていこうということも含めて、皆さんと協議していきたい。

（部会員）
　まずは１点目、市の政策で説明してほしいことはあるか。

（部会員）
　市の政策ではないかもしれないが、JR登別駅周辺の今後の再開発の展開、駅舎の改装もある中で、５年後10年後のビジョンをどう考えているのか。観光の玄関口としてどう位置付けて開発をしていくのか具体的に知りたい。

（部会員）
　都市計画審議会では道路の２車線化、歩道の拡幅といった提案で話が進んでおり、一部の人は知っているが知らない市民の方が多い。駅前の開発をどう捉えて市民にアピールするのかという所は、市民自治推進委員会の都市調和部会として疑問のある所だと思うので、ぜひお願いしたい。

（部会員）
　これは全体テーマの全市観光にもつながる部分だと思う。

（部会員）
　市役所庁舎が移転した場合の跡地利用についても逐一知りたい。新庁舎が立派なものになっても、今の場所が衰退していくのでは残念だなと感じるので、情報が欲しい。

（事務局）
　跡地利用に関しては中央地区のまちづくり協議会を作り、いろいろな団体にも入っていただいて議論しているところであり、新庁舎自体も来年度からいよいよ着工するところであるので、年度内には一度、情報提供できるようにしたい。
　中央地区まちづくり協議会は時々見学しているが、庁舎の跡地に加えてアーニスについても、観光経済部がなくなった後どうしようかと検討している。協議会の下に若い人たちのワーキンググループも作って、図書館をどうするかという話も含めて話をしているので、全体会議の中で情報提供できるようにしたい。
　また、もし皆さんからあまり意見が出てこなかった場合に備えて部会長と相談していた案としては、新庁舎や消防庁舎もできるということで、今後の市としての防災対策について。また、最近は観光客が戻ってきているものの働き手が少ないということで、町に賑わいを取り戻すための外国人の方も含めた移住の施策について。令和４年度に実施したまちづくり意識調査の第４章にて交通網が最も重視されていたこと、さらに今年度実証実験を行ったことから、公共交通について。都市計画マスタープラン策定時のアンケート調査で関心が強かった地域医療について、の４点。
　共通テーマの部分では、先ほどおっしゃっていただいた全市観光について。高台に建つ新庁舎にどう誘導するのか、訓練するのかも含めた防災都市について。また、地域医療とも絡めたテーマとして健康づくりについて。最後に、協働という言葉にピンとくる人はどれくらいいるのだろうか、協働でまちづくりをやっているというのがどれくらいの人に伝わっているのだろうか、という点を見直す意味も含めて協働のまちづくりについて、の４点を挙げさせていただいた。


（部会員）
　少子化対策についてはどうか。国は異次元の少子化対策と謳って政策を打ち出しているが、逆行している気がする。少子化を改善するためには非正規雇用の問題なども絡んでくる、その点、兵庫県の元明石市長はおもしろい政策を打ち出して、実際に子供を増やした。そういう事例もあるので、専門家などから、いろんな情報を仕入れてまちづくりをやっていかないと、町がつぶれていくのではないかと感じている。やはり、市としてどういうビジョンを持っているのか、市長にお伺いしたい。

～市民に親しみのある新庁舎について～
（部会員）
　前回の続きとして、足湯の資料を持ってきた。お金はかかるが、全市観光に貢献できるのではないか。

（部会員）
　本州には足湯に入りながら眺められる美術館もある。どんなにお金をかけても、そういったものがあれば絶対に観光客は押し寄せてくるだろうから、全市観光として気概を持てばできるのではないか。

（部会員）
　現地を掘って湯が湧けば良いが、カルルスからタンクでもってきて循環式にしても良い。

（部会員）
　役所は本気になって、登別の目玉を役所に作るんだと思ってそれくらいやってほしい。

～次回日程：全体会議後に調整～
